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表
記
産
業
廃
棄
物
処
理
場
は
、
緑
陽
興
産
株
式
会
社
（
宇
都
宮
市
今
泉
町
四
三
一
番
地
）
が
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
提
出
し
た
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
設
置
届
が
、
昭
和
五

十
七
年
四
月
三
十
日
付
け
で
栃
木
県
当
局
に
受
理
さ
れ
た
こ
と
に
よ
つ
て
建
設
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
管
理
型
処

分
場
で
あ
る
。 

現
在
、
こ
の
処
分
場
建
設
を
巡
つ
て
、
水
源
地
の
汚
染
や
水
害
な
ど
公
害
に
不
安
を
持
つ
地
元
住
民
と
法
的
不

備
は
な
い
と
し
て
工
事
強
行
を
図
る
緑
陽
興
産
㈱
側
が
対
立
し
、
三
月
二
十
三
日
に
は
、
ト
ラ
ブ
ル
で
負
傷
者
が

出
る
な
ど
緊
迫
し
た
状
況
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
の
状
況
を
放
置
す
れ
ば
、
さ
ら
に
新
た
な
ト
ラ
ブ
ル
の
発

生
も
考
え
ら
れ
る
。 

 
よ
つ
て
、
住
民
本
位
の
立
場
か
ら
問
題
の
抜
本
的
解
決
を
進
め
る
た
め
に
、
以
下
の
質
問
を
行
う
も
の
で
あ 

栃
木
県
塩
谷
町
に
建
設
中
の
産
業
廃
棄
物
処
理
場
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

る
。 

一 

処
分
場
設
置
の
問
題
点
に
つ
い
て 

2 

処
理
方
法
と
し
て
は
、
再
生
不
能
な
産
業
廃
棄
物
を
投
棄
し
、
順
次
覆
土
す
る
と
い
う
埋
戻
し
方
式
と
な

つ
て
い
る
。 

1 

建
設
予
定
地
の
富
沢
は
、
地
形
的
に
山
合
い
の
沢
地
で
あ
り
、
下
流
に
は
居
住
地
と
耕
地
が
広
が
つ
て
お

り
、
生
活
用
水
、
農
業
用
水
の
源
流
と
な
つ
て
い
る
。
同
処
分
場
は
、
構
造
的
に
は
、
山
腹
を
切
土
し
て
、

ぎ
よ
う
灰
岩
の
岩
肌
を
露
出
さ
せ
、
浸
透
性
の
強
い
割
れ
目
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ミ
ル
ク
コ
ー
キ
ン
グ
で
ふ

さ
ぎ
、
表
面
に
は
ゴ
ム
シ
ー
ト
原
料
を
吹
き
付
け
る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
つ
て
、
水
の
地
下

へ
の
浸
透
を
完
全
に
防
く
こ
と
が
可
能
と
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
根
拠
は
何
か
。 

し
か
し
、
環
境
基
準
値
内
に
あ
る
と
は
い
え
、
有
害
物
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
蓄
積
さ
れ
た

有
害
物
が
化
学
反
応
を
起
こ
し
、
流
出
水
や
地
下
水
を
汚
染
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
船
生
地
区 

四 

 



 

二 

処
分
場
設
置
過
程
で
の
問
題
点
に
つ
い
て 

1 

県
当
局
が
緑
陽
興
産
㈱
の
処
分
場
設
置
届
を
受
理
す
る
以
前
、
同
社
が
出
し
て
い
た
処
分
場
計
画
は
面
積

が
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
、
県
の
許
可
を
要
す
る
「
大
規
模
林
地
開
発
」
に
相
当
し
、
「
事
前
協
議
」
が
義
務
付 

3 

建
設
予
定
地
は
、
過
去
に
異
常
出
水
に
よ
る
水
害
が
起
こ
つ
て
い
る
。
処
分
場
を
せ
き
と
め
る
え
ん
堤
工

事
の
強
度
は
、
年
間
の
平
均
降
雨
量
を
算
定
基
準
と
し
て
お
り
、
関
係
者
は
、
異
常
出
水
時
に
果
た
し
て
え

ん
堤
が
耐
え
ら
れ
る
の
か
と
の
強
い
疑
問
を
持
つ
て
い
る
。 

で
は
、
過
去
に
カ
ド
ミ
汚
染
米
問
題
も
起
こ
つ
て
お
り
、
住
民
は
強
い
不
安
を
抱
い
て
い
る
。
厚
生
省
は
、

こ
の
よ
う
な
危
険
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
い
か
な
る
根
拠
に
基
づ
く

も
の
か
。 

え
ん
堤
の
強
度
は
、
ど
の
程
度
の
一
時
的
雨
量
を
想
定
し
て
い
る
の
か
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た 

 

い
。
ま
た
、
そ
れ
は
、
い
か
な
る
調
査
に
基
づ
く
も
の
か
。 

五 

 



 

2 

県
は
、
緑
陽
興
産
㈱
の
申
請
に
つ
い
て
、
法
的
に
は
不
備
は
な
い
と
の
態
度
を
と
つ
て
い
る
が
、
申
請 

「
受
理
」
の
段
階
で
の
処
分
場
予
定
地
内
の
国
有
地
払
下
げ
は
、「
申
請
中
」
で
届
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、

町
当
局
は
、
用
途
廃
止
の
手
続
き
を
取
り
下
げ
た
こ
と
に
よ
つ
て
、
現
在
も
処
分
場
予
定
地
内
に
国
有
地
が

存
在
し
て
い
る
。
塩
谷
町
当
局
は
、
現
在
、
緑
陽
興
産
㈱
を
国
有
財
産
（
不
動
産
）
侵
奪
罪
で
告
発
し
て
い
る 

け
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
社
は
、
処
分
場
の
実
態
を
変
更
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
期
工
事
に

分
割
し
て
、
そ
の
一
期
分
と
し
て
申
請
し
直
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、
同
処
分
場
の
設
置
は
許
可

制
か
ら
届
出
制
の
「
受
理
」
へ
と
手
続
き
要
件
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
、
塩
谷
町
当
局
や
住
民
の
反
対
意
見
が
全

く
無
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
社
の
申
請
差
し
替
え
は
、
法
の
網
の
目
を
く
く
り
ぬ
け
る
た
め
の
姑
息
な
手

段
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
厚
生
省
は
、
こ
の
よ
う
な
経
過
を
承
知
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
町
当

局
や
住
民
の
反
対
を
知
り
つ
つ
、
同
社
の
申
請
差
し
替
え
を
認
め
、
受
理
し
た
県
当
局
の
処
理
を
正
当
だ
と

考
え
て
い
る
の
か
。 

六 

 



 

4 

こ
の
処
分
場
設
置
に
関
す
る
事
務
は
、
国
（
厚
生
省
）
の
県
に
対
す
る
機
関
委
任
事
務
で
あ
る
が
、
厚
生
省 

3 
現
在
、
処
分
場
設
置
に
反
対
す
る
運
動
は
、
富
沢
川
関
係
流
域
区
か
ら
船
生
地
区
（
旧
村
）
全
体
に
広
が

り
、
町
当
局
は
も
と
よ
り
、
町
議
会
も
全
会
一
致
で
「
反
対
決
議
」
を
行
つ
て
お
り
、
処
分
場
設
置
反
対
は
全

住
民
の
意
思
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
県
当
局
も
、
申
請
「
受
理
」
の
撤
回
を
表
明
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
緑
陽
興
産
㈱
側
の
「
行
政
不
服
審
査
」
申
立
て
に
対
し
、
厚
生
省
が
「
撤
回
」
は
あ
り
え
な
い
と
の
「
裁
決

書
」（
昭
和
五
十
八
年
九
月
）
を
出
し
た
た
め
、
今
日
の
事
態
を
招
い
た
の
で
あ
り
、
厚
生
省
の
責
任
は
極
め

て
重
大
で
あ
る
。
厚
生
省
は
、
裁
決
書
で
、
法
的
効
果
の
み
を
理
由
と
し
て
い
る
が
、
行
政
判
断
の
最
大
の

基
準
は
、
何
よ
り
も
住
民
の
利
益
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
厚
生
省
は
、
町
当
局
や
住
民
の
意
見
及
び
処
分

場
設
置
を
巡
る
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
は
い
か
な
る
考
慮
を
行
つ
た
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

が
、
政
府
（
建
設
省
）
は
直
ち
に
、
国
有
財
産
の
保
全
措
置
を
と
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

七 

 



 

 

八 

が
裁
決
を
出
し
た
以
上
、
厚
生
省
は
こ
の
問
題
の
解
決
に
責
任
を
負
う
必
要
が
あ
る
。 

厚
生
省
は
、
県
と
と
も
に
現
地
に
赴
き
、
建
設
予
定
地
を
視
察
す
る
と
と
も
に
、
町
当
局
や
関
係
住
民
の

意
見
を
聞
く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


